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振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
昨
年
は
、
ま
ず
地
域
交
通
体
系
の
整
備
と
し
て
、
妻
有
大
橋
の

完
成
、
大
沢
ト
ン
ネ
ル
起
工
、
そ
し
て
、
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
の
建
設
促
進
を
図
る
た

め
、
関
係
市
町
村
で
期
成
同
盟
会
を
設
立
す
る
な
ど
大
き
な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。

　
北
越
北
線
も
、
世
界
で
例
を
見
な
い
難
工
事
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
が
貰
通
し
、
い
よ
い
よ

追
い
込
み
に
か
か
っ
て
お
り
、
平
成
八
年
開
業
を
目
指
し
て
、
財
源
確
保
策
看
ど
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
笹
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
火
焔
形

土
器
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
美
術
館
で
の
「
日
本
の
古
代
」

展
に
出
品
さ
れ
る
と
い
う
快
挙
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
最
大
の
行
政
課
題
で
あ
り
ま
す
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
地
域
住
民
・
市
議
会
・
行
政
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
　
　
　
　
　
鱒
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
　
　
　
　
　
頻
噌
蓼
曽
，
　
　
享
裟
　
〉
、
　
　
3
争
　
　
・
筋
、
響
　
錫
雛
　
豹
鄭

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
地
場
産
業
の
。
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
と
生
活
関
連
整
備
を
目
指
す

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
寿
ぎ
、
新
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
い
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

強

十日町市長

　丸山尚 政

結ぶルートに誘致しようと、丸

山市長が沿線16市町村に呼びか

けて実現したものです。

〈7月〉

i4日　十日町余暇文化都市構想がま

　とまり、その拠点を西本町地区

　としました。

26目　参議院議員通常選挙が行われ

　ました。投票率68．84％

〈8月〉

9日　大好き夏まつりに5万人の人

　出。妻有大橋が399．2mのナイヤ

　ガラの滝になりました。

　　　　　　　＼
　　　　　　　　細廟灘

9目　火焔形土器2点が米国の「日

　本の古代」展に出品。（11／2まで）

〈9月〉

ig目・20日　克雪・利雪フェアが開

　かれました。参加者8千人。

　　謡鷲島

醸購躍
25日～27日　健康づくりフェア、市

　民福祉まつりが行われ、8千人

　の人出がありました。

〈10目〉

3日・4日　第16回生誕地まつりが

　開かれ、全国各地から1万2千

　人の信者が集まりました。

25日　県知事選挙で平山新知事誕生。

29日　ほくほく線最大の難工事、鍋

　立山トンネルが貫通しました。

〈11月〉

5日　県高校駅伝競走大会で、十日

　町高校め男子は3年連続ε回目、

　女子は4年ぶり4回目の優勝を

　飾りました。

14目　鍬柄沢と塩沢町の大沢山を結

　ぶ主要地方道十日町当間塩沢線

　の大沢山トンネルの起工式が行

　われました。

〈12月〉

20目　全国高校駅伝競走大会に十日

　町高校が男女で出場。男子1区

　では小林雅幸選手（3年）が、　一

　区間賞を勝ち取りました。男子

　は23位、女子は47位でした。

26日　当間高原リゾート開発で、改

　廃される計画地内農地の代替農

　地（ファームゾーン）の起工式

　が行われました。
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会
社
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
，
図
書
館
を
中
核
と
し
た
情
報
館
は
、

当
初
説
明
不
足
の
面
が
あ
り
、
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
大
方

の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
場
産
業
の
織
物
業
界
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
ご
健

闘
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
新
し
い
産
業
と
し
て
登
場
し
た
グ
レ
ス
テ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
な
ど
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
て
お
り
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
、
昨
年
も
ま
た
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
選
手

諸
君
が
私
達
の
血
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
年
末
の
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
高

校
駅
伝
大
会
に
は
、
十
日
町
高
校
が
男
女
と
も
新
潟
県
代
表
で
出
場
し
、
市
民
を
熱
狂
さ

せ
て
く
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
し
い
年
も
国
際
・
国
内
社
会
と
も
変
動
が
続
き
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

に
は
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
米
問
題
な
ど
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
も
直
接
大
き
な
影
響

を
受
け
る
も
の
も
あ
り
、
片
時
も
目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
景
気
は
し
ば
ら
く
停
滞
気
味
と
予
測
さ
れ
、
従
っ
て
市
の
財
政
も
決
し
て
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
は
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
確
固
た
る
信
念
を
も
っ
て
、
や
る
べ
き
事
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
・
北
越
北
線
・
高
規
格
道
路
な
ど
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
全
力
で
推
進
す
る
所
存
で
す
し
、
地
場
産
業
に
対

す
る
支
援
を
引
き
続
き
強
力
に
進
め
、
農
業
基
盤
の
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
型
店
の
進
出
で
動
向
が
心
配
さ
れ
て
い
る
商
店
街
に

対
し
て
は
、
商
業
集
積
基
本
構
想
策
定
事
業
を
導
入
し
て
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

研
究
を
し
、
四
年
目
を
迎
え
た
商
ア
ッ
プ
事
業
も
引
き
続
き
活
用
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
図
書
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
場
所
と
推
進
す
る
方

策
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
の
で
、
有
識
者
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
推
進
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
対
策
・
医
療
・
福
祉
は
、
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
た
き
め
細
か
な
施
策
が
必
要
で
す
。

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
計
画
策
定
委
員
会
に
ご
審
議
い
た
だ

き
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
体
制
作
り
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
み
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て
成
し
う
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
五
年
も
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
全
力
を
尽
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　われました。新成人631人。

5臼　笹幽遺跡出土晶一括（928点）

　が、国の文化財保護審議会より

　国の重要文化財に指定するよう

　答串がなされました。

6日。17日　妻1有大橋が完成し、16

　田竣工式、17日記念イベントが

　盛大に行われました。

不島地内で行われました。1

業費約騨億周。

礁、・・〆　　wγ一繊一、露譲

1992年を
振り返って

〈6月〉

6目　北越北線の線名、シンボルマ

　ー一ク、イメージキャラクターが

　決定。線名「ほくほく線」。

6目　上越・南魚沼聞地域高規格幹

　線道路建設促進期成同盟会の設

　立総会が開かれました。地域高

　規格幹線道路を南魚沼と上越を

21臼　安養寺松尾神社の大スギと円

　　通庵の三本スギが、市指定の天

　　然記念物に指定を受けました。

23日》25日1全国ジュニアオリンピ

　　ックス聾一競技大会で、地元の

　　16選手が入賞し大健闘しました。

〈4月〉

6日　叢内の小学校で入学式が行わ

　　れました。新一年生は526人。

〈5月〉

9臼・田日　きものまつりが開かれ、

　　3万人の人出でにぎわいました。

　　成人式、塩之叉出菜まつりも行

　1992年は、みなさんにとってどん

な年でしたか。主な出来事を振り返

ってみます。

〈1月〉

2日　新雪ジョギングマラソンに県

　　内外の382人のランナーが参加、

5目　新春恒例の消防出初式がコモ

　　通りで行われました．

〈2月〉

14日～16日　第43回十日町雪まつり

　　が華やかに行われ、28万5千人

　　の人出でにぎわ恥ました。

〈3月〉

7目　新しいごみ焼却場の起工式が

3』お』げ詐3　平成5年1月10日

一一「



灘
嚴

灘
編痕鯉讐

ガ階工農地ムゾファ

土地改良事業で49．7haを土地基盤整備

　
十
二
月
二
十
六
日
㈹
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
ゾ
ー
ン
（
代
替

農
地
）
の
起
工
式
が
珠
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
十
日
町
市

土
地
改
良
区
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
圃
場
整
備
事
業
に
よ
り
行
う
も
の

で
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
い
改
廃
さ
れ
る
農
地
の
代
替
地
四
九
・
七
紛
を

計
画
区
域
に
隣
接
す
る
場
所
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。
工
事
は
雪
消
え
を

待
っ
て
本
格
的
に
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
起
工
式
は
圃
場
整
備
事
業
の
施
行
認
可
が
、

十
二
月
二
十
一
日
県
か
ら
お
り
た
こ
と
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
丸
山
市
長

や
県
・
市
・
会
社
・
地
権
者
な
ど
約
百
二
十
人

が
参
加
し
、
一
材
あ
ま
り
の
積
雪
が
あ
る
珠
川

の
現
地
で
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　
代
替
農
地
の
造
成
工
事
は
、
「
㈱
当
間
高
原
リ

ゾ
ー
ト
」
（
梅
田
健
次
郎
社
長
）
が
事
業
費
四
億

六
千
百
六
十
万
円
を
負
担
し
、
十
日
町
市
土
地

改
良
区
が
事
業
主
体
と
な
り
圃
場
整
備
事
業
で

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
地
内

の
農
地
約
九
二
診
が
改
廃
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
代
替
地
を
確
保
す
る
た
め
」
隣
接
地
の
市

道
水
沢
珠
川
線
沿
い
に
四
九
・
七
診
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

　
計
画
地
内
の
現
況
は
、
田
一
二
・
七
診
、
畑

一
二
・
二
診
、
山
林
・
原
野
等
二
四
・
八
診
で
、

曜
灘
縷

寮

圃
場
整
備
に
よ
っ
て
田
二
八
・
三
診
（
う
ち
新

規
開
田
一
五
・
六
診
）
畑
一
・
六
診
、
山
林
・

原
野
一
一
・
九
診
、
道
水
路
七
・
九
診
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
関
係
す
る
地
権
者
、
耕
作
予
定
者

は
一
〇
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
造
成
事
業
の
内
容
は
、
整
地
工
二
九
・
九
紛
、

道
路
五
、
六
〇
九
材
、
用
水
路
二
、
八
六
六
㌶
、

排
水
路
四
、
一
七
八
材
と
調
整
池
が
三
ヵ
所
設

け
ら
れ
ま
す
。
工
事
は
雪
消
え
を
待
っ
て
本
格

的
に
始
ま
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
、
産
・
学
・
住
・
遊

の
理
念
に
基
づ
き
計
画
さ
れ
、
地
元
の
人
達
と

の
共
存
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ー

ム
ゾ
ー
ン
は
「
産
」
を
表
わ
す
リ
ゾ
ー
ト
の
魅

力
施
策
の
一
つ
と
も
な
り
、
訪
れ
る
人
が
楽
し

め
る
田
園
風
景
や
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
が
有
効

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

くわ入れをする梅田㈱当問高原リゾート社長

建設中の

大沢トンネルヘ

リゾート計画地

　　諺

↓広域農道

市道水沢珠川線

　　　国道117｛
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繍
闘
闘
嚢
の
祭
灘
墜
、
、

　
簾
．
、
顯
畿
繭
園

　
　
第
四
十
四
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、

　
長
）

　
く
レ
ま
、

　
ノ
　
」
‘

　
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

　
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
、

　
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
出
来
る
ま
つ
り
で
す
。

カ
ー
ニ
バ
ル
ス
テ
ー
ジ

　
今
回
の
カ
ー
ニ
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
は
、

タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
「
ワ
ッ
ト
・

プ
ラ
ケ
オ
（
通
称
H
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
め
い

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
「
黎
明
の

寺
院
・
蓮
の
輝
き
」
と
丸
山
市
長
が
命

名
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
幅
3
6
材
・
高

さ
2
0
駐
で
す
。

織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
会
長
丸
山
市

を
中
心
に
着
々
と
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
の
雪
上
カ
ー
二

　
　
2
月
2
0
日
㈹
午
後
6
時
2
0
分
か
ら
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場
で
展
開
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
、
雪
の
芸
術
展
、
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ

　
　
　
　
　
新
し
い
協
賛
事
業
と
し
て
犬
ぞ
り
フ
ェ
ス
タ
な
ど
楽
し
い
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
ま
つ
り
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

雪
上
力
ー
ニ
パ
ル

囹
2
月
2
0
日
ω
午
後
6
時
2
0
分
～
7
時

　
5
0
分

囹
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

　
ラ
イ
ブ
シ
ョ
i
、
雪
上
レ
ビ
ュ
ー
、

　
き
も
の
シ
ョ
ー
、
大
雪
上
花
火
、
大

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
ほ
か
。

〈
出
演
タ
レ
ン
ト
〉

司
　
会
　
松
本
明
子
・
T
N
N
ア
ナ
ウ

　
ン
サ
ー

ゲ
ス
ト
　
S
K
D
（
元
松
竹
歌
劇
団
）
、

　
カ
ブ
キ
ロ
ッ
ク
ス
、
ニ
キ
ニ
キ
ほ
か
。

囹
N
T
V
系
全
国
1
8
局
ネ
ッ
ト
で
2
月

　
2
7
日
㈲
午
後
4
時
か
ら
放
送
予
定
。

カ
ー
一
一
バ
ル
予
約
ゾ
ー
ン

　
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
に
予
約
ゾ
ー
ン
を

設
け
ま
す
。
席
は
5
千
席
。
雪
ま
つ
り

事
務
局
で
現
金
1
、
5
0
0
円
と
引
き

換
え
に
入
場
券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
雪
の
芸
術
作
品
を
募
集

品
と
し
て
審
査
を
目
的
に
制
作
さ
れ
　
　
　
制
作
さ
れ
た
作
品
）

る
作
品
）
　
②
特
別
部
門
（
純
然
た
　
　
■
審
査
日
　
2
月
1
9
日
働
の
夕
方
か

る
芸
術
作
品
と
し
て
の
観
賞
を
目
的
　
　
　
ら
行
い
ま
す
。

と
し
な
い
作
品
）
営
利
、
遊
技
、
物
　
　
田
出
晶
申
し
込
み
　
1
月
2
0
日
㈹
ま
で

を
陳
列
・
利
用
を
目
的
と
し
た
作
品
　
　
　
に
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ
。

　
　
　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
募
集

■
出
晶
区
分
　
①
芸
術
部
門
（
芸
術
作
　
　
　
③
学
童
部
門
（
児
童
・
生
徒
に
よ
り

命
了

■
募
集
人
員
　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
　
　
　
つ
り
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

　
…
1
名
、
準
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
…
2
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
締
め
切
り
　
1
月
31
㈲
ま
で
。

■
応
募
資
格
　
①
県
内
在
住
で
満
1
8
歳
　
　
■
審
査
会
　
〈
予
選
会
〉
2
月
7
日
㈲
、

　
以
上
の
未
婚
女
性
（
高
校
生
除
く
）
　
　
　
　
〈
本
選
会
〉
2
月
21
日
㈲
、
予
選
会

②
市
観
光
行
事
等
に
参
加
可
能
な
女
　
　
　
で
選
出
さ
れ
た
1
0
人
。

　
性
（
年
7
・
8
回
）
③
他
の
ミ
ス
コ
　
　
■
賞
　
晶
　
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
グ
ァ
ム
旅

　
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
人
も
応
募
可
　
　
　
行
、
札
幌
雪
ま
つ
り
招
待
、
十
日
町

　
能
。
た
だ
し
、
入
賞
し
て
任
期
中
の
　
　
　
の
振
袖
、
ホ
ン
ダ
の
車
（
ミ
ス
ー
名

　
人
は
除
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
）
、
そ
の
他
ス
ポ
ン
サ
i
賞
多
数
。

■
応
募
方
法
　
応
募
申
込
書
と
、
顔
と
　
　
※
ミ
ス
、
準
ミ
ス
の
推
せ
ん
者
に
十
日

　
全
身
の
カ
ラ
ー
写
真
各
1
枚
を
雪
ま
　
　
　
町
の
紬
緋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
　
　
雪
ま
つ
り
ガ
イ
ド
募
集

　
来
訪
者
へ
の
地
理
や
交
通
の
案
内
と
　
　
■
期
　
日
　
2
月
2
0
日
ω
・
2
1
日
㈲
（
ど

と
も
に
”
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
”
十
日
　
　
　
ち
ら
か
一
日
だ
け
で
も
可
）

町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
も
ガ
　
　
■
募
集
人
員
　
1
0
人
（
男
女
問
わ
ず
）

イ
ド
し
て
も
ら
う
「
雪
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
　
　
■
締
め
切
り
　
1
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
雪

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
　
ま
つ
り
事
務
局
へ
。

②

◆
フ
ラ
イ
デ
書
ナ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
カ
量
ニ
バ
ル

◆
ア
テ
マ
ミ
ュ
．
ロ
ジ
ツ
ク

　
　
　
　
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

麟
2
月
珀
日
働
　
午
後
7
時
～
9
時

ロ
翁
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
（
十
日
町
高

　
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

　
か
お
り
お
ね
え
さ
ん
の
雪
と
ぴ
あ
ワ

ー
ル
ド
、
巻
も
の
シ
ョ
ー
、
ア
テ
マ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ほ
か
。

〈
出
演
タ
レ
ン
ト
〉

禰
会
B
S
N
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
⑤
名
）

ゲ
ス
ト
　
本
間
か
お
り
、
渡
辺
裕
之
＆

　
O
－
類
誤
暢
．
麹
麟
ほ
が
。

臨
B
S
蕪
県
内
版
で
2
月
解
日
㈹
午
後

　
2
時
熱
ら
放
送
予
定
。

◆
冒
ま
つ
σ
パ
レ
懸
構

　
ミ
ス
札
幌
、
ミ
ス
横
浜
、
ミ
ス
十
日

購
雪
ま
つ
り
、
県
き
も
の
の
女
王
な
ど

が
車
上
パ
レ
ー
ド

ロ
2
月
2
0
日
㈹
　
午
後
1
時
出
発

嶺
コ
ー
ス
　
ク
ロ
ス
m
～
本
町
通
り

　
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

慶
引
き
続
き
、
雪
の
芸
術
展
表
彰
式
な

　
ど
を
行
い
ま
す
。

雪
ま
つ
り
事
務
局
は

　
　
　
　
姪
5
7
－
3
3
4
5

　
　
　
　
　
　
（
ク
縫
ス
纏
　
4
階
）
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．
灘
雛

∩
〆
軸
つ

．
燧
藍
じ
套
嚢
鑓
、

灘
購

信濃川の水が流雪溝に

　　初通水され威力を発揮
　～稲荷町など250世帯が利用～

雪のない歩道で買い物がしやすくなった高田町2

高田町2丁目に融雪歩道と

　　　　並木道が完成
～商店街の活性化と緑あふれる街を目指して～

　
信
濃
川
か
ら
の
流
雪
溝
用
水
の
取
水
ポ
ン
プ

と
送
水
管
二
千
九
百
十
層
が
完
成
し
、
十
二
月

二
十
四
日
㈲
稲
荷
町
な
ど
一
部
区
域
に
試
験
通

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
西
部
地

区
の
流
雪
溝
三
千
五
百
材
に
毎
秒
○
・
九

～
○
・
六
ト
ン
が
送
水
さ
れ
、
約
二
百
五
十
世
帯

が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
用
水
は
、
平
成
二
年
に
J
R
か
ら
毎
秒

一
・
八
二
七
ト
ン
の
水
利
権
を
確
保
し
た
流
雪
溝

用
水
で
、
川
西
町
千
手
の
J
R
揚
水
機
場
か
ら

妻
有
大
橋
を
渡
っ
て
き
た
信
濃
川
か
ら
の
初
の

用
水
で
す
。
稲
荷
町
踏
切
付
近
で
行
わ
れ
た
通

水
式
で
丸
山
市
長
が
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
通
水
が

開
始
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
流
雪
溝
に
早
速
雪
が

投
げ
入
れ
ら
れ
、
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

〃し

　
高
田
町
二
丁
目
商
店
街
協
同
組
合
（
高
橋
重

雄
理
事
長
）
が
進
め
て
い
た
街
路
が
完
成
し
、

十
二
月
二
十
日
㈲
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
同
組
合
が
無
散
水
方
式

の
歩
道
融
雪
と
カ
ラ
ー
舗
装
、
街
路
灯
、
街
路

樹
を
設
置
し
、
商
店
街
の
活
性
化
と
緑
あ
ふ
れ

る
街
に
し
よ
う
と
、
平
成
二
年
か
ら
官
民
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
六

千
六
百
万
円
で
、
国
・
県
・
市
・
地
元
の
負
把

と
高
度
化
資
金
を
活
用
し
た
も
の
で
、
特
に
歩

道
融
雪
の
規
模
は
全
国
的
に
も
例
が
な
く
、
豪

雪
地
帯
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
も
ち
つ
き
や
グ
レ
ス
テ
ン
・
ス
ポ

ー
ツ
の
路
上
ス
キ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
装
し

た
道
路
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

灘

通水ボタンを押す喜びの丸山市長

」
‘

糞ち

の

⑯

自
．
．
…
．

　　　　　　　犠　　　　　雛　　　撚　議顯

〔横慧論壽人〕

体
育
祭

上田和美さん
　　（3年）

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
去
る
九

月
六
日
に
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
呼
び
起
こ
せ
熱
き
魂
、
燃
や
せ
青

春
の
炎
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
み

ん
な
が
全
力
を
出
し
合
い
、
感
動
を
呼

ぶ
思
い
出
多
い
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
以
前
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き

た
「
あ
せ
ま
み
れ
運
動
」
の
成
果
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
運
動

と
は
、
「
あ
」
あ
い
さ
つ
、
「
せ
」
整
理
・

整
頓
、
「
ま
」
ま
と
ま
り
、
「
み
」
身
な

り
、
「
れ
」
礼
儀
の
こ
と
で
、
生
徒
、
先

生
、
地
域
の
方
々
が
一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
あ
せ
ま
み
れ
運
動
」

を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
中
条
中

学
校
の
良
さ
を
延
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

文
化
祭

みんなが全力を出し合った体育祭
根津茂和くん
　（3年）

中
条
中
学
校
は
、
今
年
か
ら
「
い
き

い
き
ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ

6



　
悩
　
　
畷

　
欄

　
　
灘

灘

，
灘
．
、

蕪li

難羅．・鞭、舞鍵

、
艦
量
曇

ツマリアンボールを楽しむ参加者

日野市の子・供たちが

　　　　　　　　雪を満喫
～下条で「第1回ゆきんこ自然学園in十日町」・r

　
一
月
四
日
㈲
～
七
日
㈲
ま
で
下
条
中
央
公
園

で
「
ゆ
き
ん
こ
自
然
学
園
m
十
日
町
」
が
行
わ

れ
、
東
京
都
日
野
市
か
ら
二
十
二
名
（
子
供
十

六
名
、
大
人
六
名
）
が
参
加
し
、
雪
を
満
喫
し

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
都
会
の
子
供
た
ち
に

雪
遊
び
な
ど
を
お
も
い
っ
き
り
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
㈲
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
が
主
催

し
、
下
条
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
協
力
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
一
面
の
銀
世
界
で
過
ご
す
の
は

初
め
て
。
軍
手
の
上
に
ゴ
ム
手
袋
を
は
め
、
ス
キ

ー
ウ
ェ
ア
の
い
で
た
ち
で
、
ソ
リ
遊
び
、
ほ
う
り

ん
ど
う
づ
く
り
、
ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
、
雪
中

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
雪
と
戯
．

れ
、
楽
し
い
三
泊
四
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

に
ち
な
ん
で
、
十
月
二
十
五
日
に
行
わ

れ
た
文
化
祭
と
並
行
し
て
「
体
験
教
室
」

と
い
う
新
し
い
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
が
日
頃
か
ら
生
活
の
知

恵
や
、
地
域
の
伝
統
を
学
ぼ
う
と
い
う

ね
ら
い
で
、
当
日
は
全
校
生
徒
が
個
々

に
、
色
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
チ
ン

コ
ロ
作
り
、
餅
つ
き
な
ど
は
地
域
の
み

な
さ
ん
の
指
導
を
頂
き
な
が
ら
楽
し
く

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
体

験
教
室
」
は
大
成
功
で
し
た
。

　
こ
の
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
催
し
物
も

多
種
多
様
で
、
ご
来
校
頂
い
た
地
域
の

方
々
に
も
大
変
楽
し
ん
で
も
ら
え
、
交

　　　　　刷　　　　　’　　　　　　　　　　　　　‘

いきいきステージでお楽しみ抽選会

流
も
強
く
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
「
個
性
」
と
「
創
造
」
の
世
界
を
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

絵筆や色エンピツを持てばピカイチ、意気の合った4人の乙女

篇
　　　　　　　き　　　　　　㌧　　　　　き　　　㌧　　な　如み

ら
）

　
　
子

と
洋

　
　
井

せ
畝

と
表

　
　
代

え
（

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　十日町実業高校漫画クラブ（十実マクト）の仲良しの

犠　　　OB3人が集まり、平成元年に結成しました。セル画（ア

撒　　ニメーション）やイラスト、漫画、小説などいろんな創
潔　　作活動をしたいと思いたち「えとせとら（e　t　c）」と命

灘名・自分たちの描いたイラストや漫画など・2年間で4

繋
　　　冊を成果にまとめあげました。一時6人まで会員が増え

　　　ましたが、結婚や転出でメンバーも変わり、今では平均

灘年齢22歳の花盛り4人でイラスト中’ひに活動しています・

灘
　　　　毎週火曜日中条公民館に集まり、作品を手がけたり持

　　　ち寄ったイラストを批評したりと時間を，忘れて情報交換
懸しています。力作の発表の場は、年1回開かれる中条公

鑛
　　　民館の文化祭。ファンタジーの世界・アニメ・鳥などそ

　　　れぞれちがったジャンルの得意な作品を展示しています。
灘本格的に習ったこともなく、自己流ながらたくさんの漫

灘　　　画や本を読みあさって技術を高め、イメージどおりに作

　　　品が仕上がった時は最高の喜びを感じます。
懇会のモットは自分の描きたレ、ものを自分のぺ一スで

鐵　　　やること。そして、もう一度成果を冊子にまとめること

　　　が今後の目標です。会では人数が少ないため、イラスト
蒙　　　を描くのが好きで「のり」のわかる人を募集しています。

　　　興味のある人一声かけてみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　誰｛｛ぬ｛｛｛｛d隔ぬ｛鵯
　　　　　　　　　　　　　　　　　｛このコーナーは、運動》

灘．灘鰭灘翻121攣縫
灘灘醗懸翻義魏雛頑1

灘灘懸1　欝纒巖笹窮
力作をまとめた「えとせとら」の冊子　　篭　（857－3111内線214）》

　　　　　　　　　　　　　　　　　論rρ》叩》》｝rρ》》rρ認
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1、一

中

（
㈱
古
㌦
鑓
舞

町
弘
美
さ
ん
國　　人がこの会社に勤務していて、その友人の勧

　　めで入社して3年目。仕事は婦人服のジャケ

ット、ブレザーなどの縫製をミシンを使って行う
　　　　　　　　　えり
ことです。ポケットや襟など、場所によって縫い

方を考えながらしています。職場は木目を生かし

た明るい内装で、照明も明るく作業がしやすいと

思います。

團　　分のセールスポイントは明るい性格。休日は

　　友人とドライブやウィンドショッピングを楽

しんでいます。今年の目標は、お金を貯めて海外

へ旅行すること。海のきれいな南の島でのんびり

過ごしたいと考えています。

圃山で働いたことがあり・富山の方言はちよっ

　　ときつい感じを受けます。十日町の方言の方

が柔らかみがあると思いました。方言だけでなく

気持ちも穏やかでやさしい人が、おおぜい住んで

いるのが十日町だと思っています。

簿螺

繍難灘魏羅鱗

宮

腰
洋
　
一
さ
ん

（
北
越
上
下
綱
灘
勤
秘
歳
）

菰

縞

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

團　　門学校卒業後、入社して4年目。所属は設備

　　課。仕事は住宅、アパートなどの水道、下水

道設備の設計、施工管理です。入社して初めての

仕事が、新社屋の設計だったのですよ。幼い時か

ら絵を描くのが好きだったのが、この仕事を選ん

だ理由かもしれませんね。

團　　力が自慢でスポーツならなんでも、やるのも

　　見るのも好き。特にドライブとスキーが好き

です。この前友人と箱根とディズニーランドヘド

ライブして来ました。スキーは、11月から5月ま

での半年間は福島や群馬など県外のスキー場へ休

日の度に行っています。スポーツ好きな行動派の

理想の女性といっしょに行けたらいいのになあ。

圏よつと中備をはずれると門んぼが広がり・

　　田園風景のある十日町が気に入っています。

雪まつりなどの観光客が立ち寄れる公衆トイレの

設計をして、十日町をP　Rしたいと思っています。

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
南
国
高
知

県
春
野
町
で
す
。
高
知
市
と
土
佐
市
に

囲
ま
れ
、
海
・
山
・
川
な
ど
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
農
業
中
心
の
町
で
す
。
特

に
太
平
洋
の
黒
潮
の
影
響
で
一
年
を
通

し
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
た

め
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
を
は
じ
め
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
な
ど
果
物
や
野
菜
の
ハ
ウ
ス

で
の
促
成
・
抑
制
栽
培
が
と
て
も
さ
か

ん
で
、
新
鮮
で
お
い
し
い
春
野
町
の
味

と
し
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
高
校
卒
業
ま
で
こ
こ
で

過
ご
し
ま
し
た
が
、
美
し
い
浜
で
春
か

ら
夏
に
か
け
て
の
潮
干
狩
や
、
仁
淀
川

で
鮎
や
小
魚
を
投
網
で
取
っ
た
り
し
て

遊
ん
だ
こ
と
が
、
ふ
る
さ
と
で
の
思
い

で
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
に
は
、
会
社
の
仕
事
の
関
係

で
昭
和
五
十
六
年
に
初
め
て
訪
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
年
は
大
変
な
豪
雪
で
ほ
ん

と
う
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
十
日
町

に
縁
あ
っ
て
生
活
の
拠
を
か
ま
え
ま
し

た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
雪
国
十
日
町
は
、

0
ヂ
0
0
0
0
．
0

村重敏さん
（峠・42歳）

吉

　　　あがわ
高知県吾川郡

春野町

風
土
・
文
化
・
歴
史
な
ど
特
別
な
も
の

を
感
じ
ま
す
。

　
学
生
の
頃
か
ら
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
も
仲

間
の
人
た
ち
と
郷
土
出
身
の
幕
末
の
漢

方
医
、
尾
台
椿
堂
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

勉
強
し
て
い
ま
す
。
椿
堂
は
、
日
本
の

五
本
の
指
に
数
え
ら
れ
る
名
漢
方
医
で

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
に
住
ん
で
思
う
の
は
、
若
者

が
魅
力
を
感
じ
て
働
け
る
職
場
が
少
な

い
こ
と
で
す
ね
。
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
の
課
題
を
ぜ
ひ
ク
リ
ア
ー
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

・盤

簸県

　看野簡

β島県

8

じゴ　♂
　愛購県

0
0
0
0
麟
》
0
0
9
0
D
《
U
D
　
D



● ●

70

〈材料〉（50～60個分）

大根…1本￥にんじん…1本．

しょうが…1かけ、ゆず…1

個、昆布…1枚、塩…少々

△　砂糖…大さじ4、塩…小
ロ
わ　さじ1、酢（5倍酢）…40
せ　cc、酒・水…各カツブ1、
酢　ゆずのしぼり汁．．1個分

児玉信枝さん

（欝二藷）

　
　
わ
き
役
で
す
が
好
評
で
す

　
母
に
昆
布
で
大
根
を
結
ぶ
の
を
手
伝

わ
さ
れ
て
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
わ
た
し

の
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ゆ
ず
の

香
り
が
若
い
人
に
も
は
し
休
め
と
し
て

喜
ば
れ
る
ん
で
す
よ
。
三
ヵ
月
ほ
ど
日

持
ち
も
良
く
重
宝
し
て
い
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
大
根
を
薄
い
輪
切
り
に

し
、
薄
い
塩
水
に
三
十
分
ほ
ど
浸
す
。

し
ん
な
り
し
た
ら
さ
っ
と
水
洗
い
を
し

て
ざ
る
に
上
げ
て
水
切
り
を
し
て
お
く
。

②
昆
布
は
洗
っ
て
く
る
く
る
と
巻
い
て

五
デ
幅
の
輪
切
り
に
す
る
。
（
細
長
い
ひ

も
状
に
し
て
水
気
を
切
っ
て
お
く
）

③
に
ん
じ
ん
、
し
ょ
う
が
、
ゆ
ず
の
皮

を
せ
ん
切
り
に
す
る
。
（
に
ん
じ
ん
は
大

根
の
直
径
の
長
さ
に
す
る
）

④
合
わ
せ
酢
を
煮
立
て
、
冷
め
た
ら
ゆ

ず
の
し
ぼ
り
汁
を
加
え
る
。

⑤
に
ん
じ
ん
四
、
し
ょ
う
が
一
、
ゆ
ず

一
の
割
合
で
大
根
に
包
み
、
昆
布
で
結

ん
で
容
器
に
並
べ
、
合
わ
せ
酢
を
入
れ

る
。
二
・
三
日
で
味
が
な
じ
む
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

れ
⑰
酌

　
　
　
　
3
肋

　
　
　
　
（

　おぱあちゃんとお留守番しながらいつも絵を描いているの。

アンパンマンやペンギンも得意なのよ。これはわたしの顔。似

ているでしよ。とっても元気がいいってみんなが言うのよ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

慈光保育園

　　　⑰グ

笑
っ
て
い
る
ぽ
く
の
顔
だ
よ
。
ブ
ー

ル
で
が
ん
ば
つ
て
ま
つ
黒
に
な
つ
た
と

き
の
顔
を
描
い
た
ん
だ
。

　
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
が
り
や
だ
け
ど
￥

ブ
ロ
ッ
ク
や
保
育
園
で
遊
ぶ
と
き
は
と

っ
て
も
元
気
が
い
い
わ
た
し
の
顔
な
の
。

　
　
　
ひ
ろ
ゆ
き
（
6
歳
）

高
橋
大
幸
く
ん勝

　
　
　
　
　
　
（
6
歳
）

若
月
智
恵
ち
ゃ
ん

0
う
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
G
O
O
O
O
　
Q

、』」島
小
林
ミ
ヨ
シ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
貝
ノ
川
・
8
5
歳
）

難
鑛
羅
霧
霧
灘
　

　
　
轍

　
　
　
　
　
　
轍

　
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
田
ん
ぼ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な
っ
と
り
や
畑
、
家
の
手
伝
い
で
し

た
て
。
は
な
っ
と
り
を
し
て
牛
に
転
ば

さ
れ
た
り
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
の
。

そ
の
こ
ろ
わ
た
し
の
家
は
四
軒
共
同
で

馬
や
牛
を
飼
っ
て
い
て
、
忙
し
い
時
は

四
軒
が
一
週
間
交
替
く
ら
い
で
馬
や
牛

を
使
い
、
田
ん
ぼ
仕
事
を
し
て
い
た
の
。

冬
に
な
る
と
雪
が
消
え
る
ま
で
機
織
り

そ
の
。
三
年
ほ
ど
町
の
機
屋
へ
行
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
ど
も
、
そ
の
あ
と
は
募

集
人
の
世
話
で
信
州
の
製
糸
工
場
へ
行

っ
た
ん
そ
。
そ
の
こ
ろ
は
糸
引
き
と
い

っ
た
の
。
十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
の
田

ん
ぼ
や
畑
が
始
ま
る
ま
で
働
き
に
行
っ

た
て
。
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
百
二
、
三

十
人
も
女
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
工
場

で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
ん
そ
。
み
ん
な
で

諏
訪
湖
へ
遊
び
に
行
っ
た
り
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
で
っ
か
い
湖
だ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
て
。
昔
の
楽
し
み
は
そ
ん

な
と
こ
だ
っ
た
の
。
七
・
八
年
も
続
け

た
か
の
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
わ
た
し
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
こ
の
貝

ノ
川
で
、
村
か
ら
村
へ
の
嫁
入
り
で
ど

っ
ち
の
家
も
百
姓
し
て
た
ん
で
、
朝
か

ら
晩
ま
で
家
族
総
出
の
百
姓
仕
事
だ
っ

た
の
。
冬
は
嫁
に
来
て
か
ぢ
も
ず
ー
と

機
織
り
で
、
親
は
イ
ザ
リ
機
で
わ
た
し

は
高
機
で
し
た
て
。

　
体
が
な
ん
と
な
く
し
っ
か
り
し
な
く

て
、
去
年
は
ほ
と
ん
ど
家
か
ら
出
な
か

っ
た
の
。
そ
れ
ま
で
は
知
り
合
い
の
家

や
年
寄
り
衆
の
集
ま
り
な
ん
か
を
楽
し

み
に
出
掛
け
た
り
し
た
ど
も
。
最
近
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
県
の
「
高
齢
者

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
奨
励
賞
を

も
ら
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
の
う
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
今
で
も
全
部
自
分
の
歯

で
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
あ
ま
り
無

く
、
毎
日
の
食
事
が
楽
し
み
で
有
り
難

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
ま
す
て
。

平成5年1月10日9とお∬夢3
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水道の防寒対策

保
温
材
↑

　
、
、
9
9
5
9
9
、

、
ヤ

、隔
　
　
　
、
9
1
1
9
－
9
1

長
金
ど
　
　
日
状

　
　
　
な
だ

蕪
国
普
ま

　
　
　
　
き

ら
　
　
も
《
耗

力
　
　
啓
義
ら
県

　
韮
　
　
力
認
力

　
　
　
徴
尽
力
長

昭
購
金
蓬
労
布
た
者
金

　
　
　
年
営
著
山
し

さ
だ
し
　
聞
室
さ
も

　
お
と
　
　
　
長
達
後

高
　
員
金
こ
市
伝
今
な

●夜の冷えこみにご注意　　　●防寒のしかたく

灘蘇孟、鑛猫豫講①騨欝〆
裂したりしますので注意しましょう。　　破裂しやすい

・水道管が破裂したときは　2藻欝全に包

水を止めてください。

た部分に布かテープをし　②手近かなものとして毛布、布などがあ

け　　　　　　　　　　　　ります。その上からビー一ルなどを巻
、　書」　いて保温材がぬれないまうにしましょ

　
　
　
　
　

手
り
い
う

、
、

　
　
　
い
入
に
温

　
　
　
使
を
上
保

　
　
　
に
ど
の
て

　
　
　
中
な
ス
せ

　
　
／
の
れ
ク
の

　
　
布
ス
切
ツ
を

　
　
　
ク
布
ボ
ど
　
◎

　
　
　
ツ
や
一
な
い

　
　
　
ボ
布
タ
ル
さ

　
　
　
一
毛
一
一
だ

ノ
　
タ
の
メ
ボ
く

　
　
　
一
し
　
￥
ン
て

　
　
／
メ
古
れ
ダ
し

　
　
糸
◎

　
　
毛

止水栓をしめて水を止めて

そして、破裂した部分に布

っかりと巻きつけ

ださい。

●水道が凍って

　　　　出ないときは

りとぬるま湯をか　ク　r

けてとかします。
　　　　　　　　　　6熱湯はかけないで

ください。

■
と
　
き
　
2
月
7
日
㈲
　
受
付
”
午

前
8
時
　
開
会
式
”
午
前
9
時

■
競
技
会
場
・
種
目

▼
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
”
市
民
ス
キ

ー
場
“
①
小
学
3
年
以
下
男
女
②
4

年
男
女
③
5
年
男
女
④
6
年
男
女
⑤

中
学
男
女
⑥
高
校
男
女
⑦
3
0
歳
未
満

男
女
⑧
3
0
歳
以
上
男
女

▼
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
”
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
”
①
小
学
3
年
男
女

　
（
3
キ
・
）
②
4
年
男
女
（
3
キ
。
）
③

　
5
・
6
年
男
子
（
5
キ
。
）
④
5
・
6

年
女
子
（
3
キ
。
）
⑤
中
学
男
子
（
1
0

キ
。
）
⑥
中
学
女
子
（
5
キ
。
）
⑦
小
学

リ
レ
ー
男
子
（
3
キ
。
×
4
人
）
⑧
小

学
リ
レ
ー
女
子
（
3
キ
。
×
3
人
）
⑨

中
学
リ
レ
i
男
子
（
5
キ
。
×
4
人
）

⑩
中
学
リ
レ
ー
女
子
（
3
キ
。
×
3
人
）

■
参
加
費
　
▼
小
・
中
学
生
二
人
3

　
0
0
円
▼
高
校
・
一
般
u
一
人
5
0

　
0
円
▼
リ
レ
ー
競
技
ニ
チ
ー
ム
ー
、

　
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
1
月
1
6
日
ω
ま
で
に
市

　
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
事
務
局
（
総

合
体
育
館
内
智
52

－
4
3
7
5
）
へ
。

罵
市
奨
蒙
乱

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
5
年
度
十

日
町
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
平
成
5
年
度
に
高
等
学

　
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

　
短
期
大
学
、
大
学
に
進
学
予
定
か
在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　贈　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　弾　　　　　　　　　　　尊　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　｝　　　　　一　　　　　層　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一　一、一

　
学
中
で
、
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
市
内
に
3
年
以
上
住
ん
で
い
る
世
帯

　
の
子
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

②
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人

③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
支
払
い
が

　
困
難
な
人

④
心
身
と
も
に
健
全
な
人

■
奨
学
金
の
月
額

▼
高
等
学
校
…
…
7
、
0
0
0
円

▼
高
等
専
門
学
校
…
1
0
、
0
0
0
円

▼
専
修
学
校
（
市
内
）
…
1
0
、
0
0
0
円

　
　
〃
　
（
市
外
）
…
1
5
、
0
0
0
円

▼
短
期
大
学
・
大
学
…
2
5
、
0
0
0
円

■
貸
与
期
間
　
本
年
4
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
最
短
修
業
年
限
の
終
わ
り

ま
で
で
す
。

■
提
出
書
類
　
①
奨
学
金
貸
与
願
書
②

在
学
学
校
長
の
推
薦
書
③
成
績
証
明

書
④
戸
籍
謄
本
と
住
民
票
謄
本
⑤
医

師
の
健
康
診
断
書
⑥
世
帯
所
得
証
明

書
（
3
年
度
分
）

■
申
し
込
み
　
2
月
2
6
日
働
ま
で
に
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
盈
内
線
謝
）

　
へ
。
願
書
も
同
課
に
あ
り
ま
す
。
3

月
下
旬
に
奨
学
生
を
決
定
し
、
本
人

　
に
通
知
し
ま
す
。

璽
麗
襲
船
も

　
交
通
事
故
で
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

り
、
重
度
の
後
遺
症
が
残
っ
た
り
し
た

た
め
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
ご
家
庭
の

子
供
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
ま
で
無
利

子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

■
貸
付
額
　
一
時
金
…
1
4
3
、
0

　
0
0
円
、
月
額
…
1
8
、
0
0
0
円
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　－　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　嘩　　　　一　　　　一　　　一　　　帰　　　－　　一　　－　一　一　一一一

入
学
仕
度
金
…
4
0
、
0
0
0
円

　
（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

■
返
済
期
問
　
中
学
卒
業
後
1
年
据
え

置
い
て
か
ら
2
0
年
以
内
の
均
等
払
い
。

、
（
高
校
・
大
学
等
へ
の
進
学
者
は
卒

業ま

で
返
済
が
猶
予
さ
れ
ま
す
）

〈
重
度
後
遺
障
害
者
に

　
　
　
介
護
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
〉

■
支
給
額
入
院
…
日
額
4
、
0
0
0
円

　
　
自
宅
療
養
…
日
額
2
、
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
事
故
対
策
セ

　
ン
タ
ー
新
潟
主
管
支
所
（
8
幡
－
鵬

　
ー
1
1
4
1
）
へ
。

羅難

讃
』

　
県
で
は
、
最
近
の
経
済
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
一
時
的
に
売
上
減
少
等
業
況

の
悪
化
を
来
し
て
い
る
県
内
中
小
企
業

者
の
経
営
安
定
と
、
体
質
改
善
を
図
る

た
め
創
設
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
資
金
使
途
　
運
転
資
金
お
よ
び
設
備

．
資
金
（
土
地
や
建
物
の
取
得
資
金
は

　
除
く
）

■
融
資
限
度
額
　
2
、
5
0
0
万
円
（
う

　
ち
運
転
資
金
1
、
5
0
0
万
円
）

■
融
資
期
問
　
運
転
資
金
H
5
年

　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
”
7
年

■
融
資
利
率
　
信
用
保
証
付
”
年
”
％

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
”
年
“
％

■
返
済
方
法
　
原
則
と
し
て
割
賦
返
済

■
取
扱
期
間
　
3
月
31
日
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

　
政
係
（
盈
内
線
劉
）
へ
。

70
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鰍
言
井
難
匙

　
　
か
す
が
　
い
　
ひ
で
　
お

～
詩
情
と
色
彩
の

　
　
　
　
　
　
セ
レ
ナ
ー
デ
～

■
と
　
き
　
1
月
1
5
日
働
～
1
7
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
4
時
）

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
3
階

■
内
　
容
　
①
衣
装
（
中
振
袖
、
訪
問

着
、
留
袖
）
6
点
②
袋
帯
3
点
③
屏

風
1
6
点
④
額
装
1
点

■
入
場
料
　
大
人
H
3
0
0
円
、
高
校

生
H
1
0
0
円
、
中
学
生
以
下
”
無

料
■
問
い
合
わ
せ
　
働
十
日
町
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
i
（
智
5
7
1
2
3

2
3
）
へ
。

▽
Y
匙
ミ
ナ
山

■
と
　
き
　
1
月
2
2
日
働
午
後
0
時
3
0

分
～
4
時
1
0
分

■
と
こ
ろ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　印　　　　聯　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一　一一甲

わ
ら
び
（
南
魚
沼
郡
大
和
町
浦
佐
）

■
講
　
演
　
講
師
H
遠
藤
誠
之
氏
（
国

土
庁
地
方
振
興
局
総
務
課
補
佐
）
廣

井
忠
夫
氏
（
新
大
農
学
部
講
師
）
山
岸

政
雄
氏
（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
）

■
参
加
費
無
　
料

■
申
し
込
み
　
住
所
・
氏
名
・
職
業
・

電
話
を
は
が
き
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
県
庁
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

　
（
新
潟
市
新
光
町
4
1
1
　
盈
幡
－

　
獅
1
5
5
0
1
　
F
A
X
鵬
1
0
6

6
1
）
へ
。

　　市

選
鉦陽

墓
　

■
営
業
日
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
の

午
後
6
時
1
5
分
～
9
時
ま
で
。

■
休
業
日
　
土
・
日
・
月
曜
日
と
国
民

の
祝
日

■
利
用
料
リ
フ
ト
ナ
イ
タ
i
券
“
1
、

　
0
0
0
円
、
シ
ー
ズ
ン
券
H
1
3
、

　
0
0
0
円
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「
い
の
ち
鎚
臨
鑑

■
受
講
資
格
①
2
3
歳
以
上
6
0
歳
ま
で

の
男
女
②
学
歴
・
職
業
は
問
い
ま
せ

ん
③
講
座
終
了
後
、
毎
月
2
回
程
度

電
話
相
談
を
す
る
意
志
の
あ
る
人

■
募
集
人
員
　
5
0
名

ロ
養
成
期
問
　
4
月
か
ら
1
年
間

ロ
受
講
料
　
2
5
、
0
0
0
円
（
一
泊

研
修
費
と
し
て
別
に
1
0
、
0
0
0

円
が
必
要
で
す
）

■
必
要
書
類
　
①
申
込
書
②
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
の
動
機
（
八
百
字
程
度
）

③
私
の
お
い
た
ち
（
二
千
字
程
度
）

④
手
数
料
1
、
0
0
0
円
⑤
返
信
用

封
筒

■
申
し
込
み
　
2
月
2
8
日
㈲
ま
で
に
、

新
潟
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
（
〒
胴

新
潟
市
営
所
通
1
ー
鵬
智
幡
－
謝
ー

5
6
7
7
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　薗　一　一一一

方冒手ぬぐい発売
　～博物館友の会～

　
讃
虞
い
豊

ザ
魏
懸
撫
穿
壕
惹
蓋
．

・
繕
讐
獲

叢
鋸
額
饗
。
、
v

　
、
蕎
・
、
　
．
勢
禰
，

騰
．
醸
醗

．
博
物
館
友
ρ
会
の
「
方
言
を
楽
し
む

会
」
で
は
、
十
日
町
地
方
の
方
言
を
入

れ
た
手
ぬ
ぐ
い
を
発
売
し
ま
し
た
。
題

名
は
「
雪
に
埋
も
れ
て
小
半
年
」
、
雪
降

り
の
季
節
や
雪
国
の
暮
ら
し
の
情
景
が

巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
土
産

や
贈
り
物
に
い
か
が
で
す
か
。

目
料
金
　
一
枚
5
8
0
円

■
販
売
所
　
ク
ロ
ス
ー
0
、
博
物
館
、
越

　
後
屋

■
問
い
合
わ
せ
　
博
物
館
（
智
5
7
1
5

　
5
3
1
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　｝　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　－　　一　｝　一　甲一一

脳
酒
害
の
懇
談
会
顯

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
1
月
2
2
日
働
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
齪
）
へ
予
約

　
し
て
く
だ
さ
い
。

灘
心
の
健
康
相
談
鰯

　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
な
ど

悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
1
月
2
6
日
㈹
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

交通安全キャンペーン劇
一

■スリップ事故を防止しましょう

　冬道は積雪・凍結等により重大事故が多

発します。路面状

況の見極めと適切　　　　　㍉　．鰯。

噸転操作でスリ嘱．蟻
ッフ事故を防止し　　　　　　　一
　　　　　　　　　　のましょう。　　　　　　　　6“」

12月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成4年 22（196） 25（228） 0（5）

平成3年 15（214） 15（243） 0（3）

川西町
津南町
中里村

平成4年 11（123） 11（141） 1（2）

平成3年 9（110） 15（133） 0（1）

計
平成4年 33（319） 36（369） 1（7）

平成3年 24（324） 30（376） 0（4）

　　　　飲酒運転で
融　　　　　　歩行者に衝突

　　　　 12月16日㈱午後8時45分ご

　　　　ろ、泉町地内の市道上を歩行中

の57歳の女性に、対面してきた55歳の男

性が運転する軽四輪トラックが衝突し、

歩行者が重傷を負いました。飲酒運転は

絶対にやめましょう。

とおかまちの自然
　　　　　　《理科センター）

ウラベニホテイシメジ⑳

ラベニタケに似て）
　　　　‘
ニタケは傘の表面力

　
内
で
サ
ラ
な
　
　
で
キ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

下
広
の
ノ
　
　
細
す
て
方
多
醤

　
ど
ジ
毒
す
を
下
　
ま
当
と
由

　
な
メ
　
ま
萄
蝋
以
傘
し
　
こ
て
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口
口



　　　　　　　y　　　　　　露　　　　麟　　　灘　　欝
　議

灘
灘
勲
纏
歴
麗
　
雛
　
麟
　

羅
麟
懸
簸
灘
灘
灘
鑛
霧
灘
灘
難

　
　
　
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
春
、

　
　
中
条
で
一
冊
の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
ま

　
　
し
た
。
活
版
印
刷
の
二
十
四
ぺ
ー
ジ
。

　
　
『
六
花
』
と
い
う
誌
名
で
、
特
に
教

　
　
育
雑
誌
と
表
紙
に
謳
（
う
た
）
っ
て

　
　
あ
り
ま
す
。
発
行
兼
編
集
人
は
大
熊

　
　
八
十
一
と
あ
り
、
発
行
所
は
中
条
村

　
　
六
百
五
十
六
番
乙
戸
の
六
花
社
と
な

　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
内
容
は
当
時
の
中
条
村
の
青
年
達

　
　
の
思
想
、
文
化
へ
の
発
言
、
文
芸
作

　
　
品
な
ど
で
す
。
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、

　
　
同
人
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
当
時
中

　
　
条
に
あ
っ
た
”
行
余
学
舎
”
（
後
、
妻

　
　
有
学
舎
と
改
称
）
の
教
師
、
生
徒
が

　
　
中
心
の
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
「
六
花
」

　
　
は
、
行
余
学
舎
の
機
関
誌
的
存
在
だ

　
　
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
学
塾
の
存
在

　
　
を
、
今
日
何
人
の
人
が
知
っ
て
い
る

　
　
で
し
ょ
う
か
。
教
頭
の
浜
崎
直
全
と

　
　
い
う
人
は
、
円
通
寺
に
住
ん
で
い
た

　
　
よ
う
で
す
が
、
実
は
こ
の
人
、
新
潟

　
　
の
北
越
学
館
の
漢
文
教
師
で
し
た
。

　
　
し
か
も
そ
れ
以
前
は
、
東
京
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
も
ち

　
　
て
か
の
元
老
、
西
園
寺
公
望
が
自
由

　
　
民
権
思
想
を
展
開
す
る
背
後
に
い
た

鮭
罐
験
灘
馨
継
窯

　
人
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
と
こ
ろ
で
こ
の
学
舎
は
、
明
治
二

　
十
六
年
に
、
樋
口
銀
蔵
、
清
水
洞
居

　
の
二
人
の
力
で
創
設
さ
れ
た
よ
う
で

　
す
。
教
師
に
石
野
笥
峰
を
迎
え
ま
し

　
た
が
一
年
後
去
り
、
学
舎
解
散
の
危

　
機
に
、
岩
田
稔
、
大
熊
英
策
ら
の
奔

　
走
に
よ
り
、
先
述
の
浜
崎
直
全
を
招

　
き
、
学
舎
を
再
興
し
た
わ
け
で
す
。

　
　
中
条
村
と
し
ま
し
て
は
、
養
文
社

　
以
来
の
学
塾
で
あ
り
、
向
学
心
に
燃

　
え
る
青
年
達
の
、
貴
重
な
学
舎
で
し

　
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が

　
ど
こ
で
、
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は
、

　
ま
だ
分
っ
て
い
ま
せ
ん
。

鐘
蝦
華
　
　
竜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
嚢

　　　　　　　鰹　　　．鍵羅、　　灘帽蟻㎜　A、

鶴

．
器
義
装
O

欄㎜
」花六「誌雑育教

懲
　
轟

蟹

す
ず
が
み
ね

鈴
峯
女
子
高
校
の
期
待
の
星

　
　
　
　
都
大
路
で
区
間
二
位
の
力
走

　
高
橋
さ
ん
は
、
年
末
に
行
わ
れ
た

全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
鈴
峯
女
子
高

校
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
二
区
を
力
走

し
、
十
日
町
市
民
を
熱
狂
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
南
中
学
校
三
年
生
の
時
、

全
国
中
学
校
陸
上
大
会
に
出
場
し
予

選
落
ち
し
た
も
の
の
、
「
新
潟
の
田
舎

の
根
性
に
ほ
れ
た
」
と
い
う
香
川
監

督
に
認
め
ら
れ
、
名
門
広
島
の
鈴
峯

女
子
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
が
陸
上
を
始
め
た
の
は
、

川
治
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
。
以
来
、

夏
は
陸
上
、
冬
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
を
続
け
、
中
学
校
二
・
三

年
と
夏
・
冬
と
も
全
国
大
会
に
出
場

し
た
実
力
の
持
ち
主
で
し
た
。

　
鈴
峯
女
子
の
長
距
離
部
員
は
、
少

数
精
鋭
の
十
六
名
。
朝
六
時
か
ら
一

時
間
半
、
夕
方
四
時
か
ら
二
時
間
と

高橋直美さん
　（城之古3・16歳）
鈴峯女子高校1年（南中学校出身）

麟

一
日
二
十
キ
ロ
を
走
る
厳
し
い
練
習

を
重
ね
、
夏
に
は
四
十
。
。
を
走
破
し

て
都
大
路
に
か
け
て
き
ま
し
た
。
「
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
る
自
信
は
あ
り
ま

し
た
」
と
話
す
高
橋
さ
ん
は
、
一
七

〇
紬
．
、
四
十
八
キ
。
の
恵
ま
れ
た
体
格

で
、
一
年
生
な
が
ら
監
督
の
絶
対
の

信
頼
を
得
ま
し
た
。

　
入
学
し
て
し
ば
ら
く
は
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
に
か
か
り
、
寂
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
が
、
今
で
は
広
島
な
ま
り
が

飛
び
出
す
ほ
ど
慣
れ
、
学
校
生
活
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
駅
伝
二
回
目
な

が
ら
冷
静
に
走
り
、
あ
と
三
秒
で
区

間
賞
の
快
走
を
見
せ
た
高
橋
さ
ん
。

「
今
年
の
目
標
は
都
大
路
の
優
勝
と

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
三
千
材
で
の
力
走
」

と
力
強
く
話
し
、
期
待
の
星
と
し
て

正
月
返
上
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

き
㊦
9
わ
ゆ
っ

動
臓
鉱
匠
鉱
＋
臥
、
〇
一

の
朧
鶉
”
舗
”
脳
”

市　
　
2
4
（
2
（
2
（
1
（

　
　
つ

　
　
（
ロ
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
男
　
女
　
　
帯

　
　
　
人
　
　
　
　
　
　
世

　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

今
月
の
表
紙

　
　
　
　
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
世
界

　
　
　
平
和
と
市
民
の
健
康
・
十
日
町

　
　
　
市
の
発
展
を
願
い
、
大
空
を
羽

ば
た
く
丸
山
市
長
で
す
。
今
年
は
十
日

町
市
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
く
つ
も
抱
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
順
調
に
進
み
、

成
果
が
あ
が
る
よ
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
（
イ
ラ
ス
ト
は
広
報
協
力
員

の
福
崎
礼
子
さ
ん
・
田
麦
の
作
品
で
す
）

　
　
　
　
編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
今
年
の

目
標
を
立
て
ま
し
た
か
。
⑭
は
一
月
末

で
満
四
十
歳
。
気
持
ち
は
二
十
五
歳
の

つ
も
り
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
「
シ

ー
ジ
ュ
」
の
声
を
耳
に
す
る
た
び
に
、

何
と
な
く
中
年
の
仲
間
入
り
し
た
な
あ

と
感
じ
ま
す
。
今
年
は
節
目
の
年
で
も

あ
り
、
「
健
康
に
気
を
つ
け
、
時
間
に
追

わ
れ
な
い
よ
う
ゆ
と
り
を
持
っ
て
仕
事

を
す
る
ぞ
」
、
と
合
掌
し
て
き
ま
し
た
。
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